
１　負担金の予算決算等について

負担金の名称

負担金の金額

２　負担金の交付先について

所在

３　負担金の対象となる事業等について

事業実績
（具体的な手法）

負担金を交付して
市が得たメリット

交付先の状況

事務局の体制等
契約、支出
決裁の方法

水防訓練の開催、水防施設及び資機材の整備・管理

水防施設整備費用の低廉化、市職員の負担軽減

事業資金等の保管方法 金融機関に預け入れ、通帳は事務局で管理、印鑑は会計管理者が管理する。

事業内容
（事業の全体像）

水防計画の策定、水防施設及び水防資器材の整備・管理、水防活動、水防訓練の開催、水防意識の高揚、河川改修等の促進、報償の実施

（犬山市の役割） 水防訓練への参加、水防訓練の開催（輪番）、水防活動

（事務局が市である場合）
市のルールに準じているか？

完全準拠でない
場合の内容等

（事務局が市でない場合）
具体的に記述

組合独自で定める会計処理の基準に従って行う。
証拠書類
の有無

有

所在 愛知県一宮市今伊勢町本神戸字立切１ー４ 代表者 一宮市長　中野　正康

事業資金の管理責任者 一宮市長　中野　正康 事業資金の管理者 一宮市会計管理者

愛知県一宮市今伊勢
町本神戸字立切１ー
４

構成団体 一宮市、犬山市、江南市、稲沢市、岩倉市、大口町、扶桑町

設置の根拠 水害予防組合法

意思決定の方法 組合会議会

名称 愛知県尾張水害予防組合 （法人格の有無） 無 代表者 一宮市長

決算額 1,800,000 円 前年度決算額 1,793,000 円予算額 1,800,000 円 当初交付額 1,800,000 円

負担金検証調書【令和４年度交付分】

愛知県尾張水害予防組合 市の担当部課 消防本部消防総務課 問い合わせ先 ６５－３１２２



４　負担金の交付先における収支等について

交付先における
支出の状況

項目

積算がない場合
の特記事項

合計 16,655,72518,737,000 円 円

円
共済基金掛金
水防助成金
水防倉庫修繕

予備費 予備費100,000円 100,000 円 0 円

水防費
警備費4,613,000円
施設費1,490,000円
対策費1,211,000円

7,314,000 円
警備費3,431,8740円
施設費1,331,438円
対策費1,070,324円

5,833,636

円 水防訓練等費用弁償

総務費

報酬6,228,000円　職員手当1,650,000円
共済費1,384,000円　旅費12,000円
交際費50,000円　需用費212,000円
役務費256,000円　使用料賃借料108,000円
備品購入費79,842円　積立金1,000,158円

10,981,000 円

報酬6,177,600円　職員手当1,449,720円
共済費1,291,806円　旅費920円
交際費15,000円　需用費208,138円
役務費227,346円　使用料賃借料98,853円
備品購入費79,310円　積立金1,000,158円

10,548,851 円 嘱託員３名

組合会費
旅費322,000円
需用費20,000円 342,000 円

費用弁償256,980円
消耗品16,258円 273,238

交付先における収入の状況（精算前の額） 組合費16,500,000円、財産収入158円、繰越金2,190,766円、諸収入30,600円

予算（当初支出時の想定） 決算（実績）

積算等 金額 積算等 金額 契約の方法、相手方等

余剰額 2,065,799 円

構成員の負担割合（根拠）
固定資産割　市 715,838円（負担率40%）
世帯割　市 612,515円（負担率40%）
均等割　市 471,429円（負担率20%）

余剰額が発生した場合の取扱い 翌年度へ繰越 繰越額 2,065,799 円

精算後の負担金の額 1,800,000 円

負担金の対象となる全体事業費（精算がある場合は精算前の額） 収入額 18,721,524 円 支出額 16,655,725 円

犬山市負担金額（当初支出額） 1,800,000 円 精算の有無 無 精算（返還）額 0 円


